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1 はじめに
言語解析のためにパターンが広く使用されている．たとえば，

日英機械翻訳，言い換え，情報抽出，感情推定などが挙げられ

る[1][2][3][4][5]．パターンについて，単にルールや表現構造の
記述形式の１つとして捉えられ，言語解析上の位置付けがあまり

議論されてこなかった．本稿では，非線形言語モデル[6]を軸と
して，文型パターン型の言語知識ベースの性質を示し，知識ベ

ースの開発方法について分類する．

2 文型パターンの解析能力

2.1 言語表現の概念と意味処理
言語表現は，単語，句，節，文，文章である．単語の文字通り

の解釈は，人々の間で共通性がある．言い換えると，単語に対

応する概念についての社会的な約束がある．単語の集まりであ

る文も同様に文字通りの解釈は共通性がある．ここで，１つの単

語の表す概念を「単一概念」と呼び，複数の単語による表現の

表す概念を「複合概念」という[6]．
言語表現の生成において，話し手は，言わんとする対象の特

徴にできるだけ一致する概念を表す言語表現を用いる．逆に，

言語表現の理解においては，聞き手は，言語表現の表す概念

を自己の内部に取り入れ，話し手の言わんとする対象の特徴を

内部に再構成する．

ここで，言語の意味処理を実現する上で次の 2 点が区別され
ている[7]：
(A) 意味解析： 言語表現に社会的約束として対応する概念
を求めること

(B) 意味理解： 聞き手として，言語表現に対応する概念を他
と関係付けて内部に持つこと

2.2 非線形言語モデル
「非線形言語モデル」は，言語表現の構造と概念の関係に着

目した意味解析のモデルである[6]．表現構造とは，言語表現の
組み合わせ方である．言語表現の組み合わせ方も，解釈の仕

方に人々の間の共通性がある．すなわち，表現構造に対応する

概念についての社会的な約束がある．

言語表現の表す複合概念は，言語表現のどの一部でも変更

すると，変化してしまう．たとえば，「母は父より若い」という言語

表現の表す概念は，「ママはパパより若い」の表す概念と異な

る．一方，表現構造の表す概念は，抽象的である．たとえば，こ

れら 2 つの例文は，「～は～より～」という構造であり，「 2 者の
比較」という抽象的な概念を表していると言える．

言語表現のうち，表現構造を形成するための部分表現を変

更すると抽象的概念が変化してしまう．たとえば，上記の 2 つの
例文では，いずれも，「 2者の比較」を表しているが，「母も父より

．

若い」と変更すると「他の者も比較されていたこと」が伺えるため，

抽象的概念が変化してしまう．

非線形言語モデルでは，表現構造を形成するための部分表

現を「非線形要素」と呼び，抽象的概念が変化しない範囲で書

き換え可能な部分表現を「線形要素」と呼ぶ．線形要素は，言

語表現なので，複合概念を表す限り，再帰的に分解できる．

2.3 文型パターンの作成
線形要素と非線形要素の関係を記号処理するために記述し

たものが「文型パターン」である．文型パターンは基本的に言語

表現から線形要素と非線形要素を区別することで作られる．非

線形要素は，言語表現のうち，表現構造か抽象的概念かの少

なくとも一つを固定することで，言語表現から抽出でき，一方で，

線形要素はその抽象的概念を変化させない程度に汎化可能な

部分表現として抽出できる．

たとえば，上記の 2 つの例に対して，「 2 者の比較」という抽
象的概念でとらえるとき，「川は山より流れる」という表現には「～

は～より～」という字面が含まれているが，「比較」は表していな

い．線形要素として品詞に制限があることが分かる．さらに，抽

象的概念として主題が問われないので，「～より～は～」というよ

うに，格要素の位置の異なる構造も同一視できる．したがって，

パターンを作ると，「｛ N1 は， N2 より｝ AJ3 」となる．ここで， N と
AJ はそれぞれ名詞と形容詞の変数，｛～，～｝は順序任意記号
である．これらの記述子の仕様は，文献[2]で提案されている．
以上の通り，言語表現から構造と抽象的概念に着目して文型

パターンを作成することができる．しかし，実際には抽象的概念

を明示的に扱うコストが問題となり，工夫を要する（第 3.2 節）．

2.4 文型パターンの照合検索と応用
文型パターンは，表現構造の種類数だけ作成される．通常，

応用のために，文型パターンには，表現構造の表す概念に関

連する情報を付随させるので，文型パターンを収録した言語知

識ベースは，「文型パターン辞書」とも呼ばれる．

本辞書を用いて意味を解析する過程は次のようになる：

(1) 解析対象の言語表現に適合する文型パターンを，文型パ
ターン辞書から検索する．

(2) 適合した文型パターン（１個以上）の中から，適切なものを
選択する．その結果は，意味解析結果に相当する．

概念そのものを計算機上で処理する方法は現在確立できて

いないので，概念を経由して応用する際に必要な情報を，概念

の代わりに文型パターンにあらかじめ付随しておく．



3 知識ベースの開発
文型パターンの作成，および，応用のための情報付与は，抽

象的概念が捉えられるかどうかに依存して，実現方法が異なる．

具体的取り組みについて紹介する．

3.1 抽象的概念を特定しながら作成する方法
3.1.1 決定できる場合の作成事例
情緒生起の原因に基づく情緒推定という応用のために，日本

語語彙大系[8]の文型パターン辞書を拡張した[9]．この文型パ
ターンからは，用言を中心とした語義が抽象的概念として読み

取れる．情緒生起の原因についての概念分析をあらかじめ行っ

ておき[10]，その原因の特徴と語義の一致を人手で判断しなが
ら，情緒情報を対応付けた．線形要素である格要素の変数は，

情緒主や情緒対象として関係付けた．その結果，約 14,800パタ
ーンに対して約 11,700件の情緒情報が対応付けられた．なお，
「獲得」のように語義を捉えるまでは(A)意味解析であり，獲得が
起因して生じる情緒を推定することは(B)意味理解である．

文型パターン： N1 （ 3主体）が N2 （ 533具体物…）を
N3 （*）から/より 入手する

用言意味属性： 所有的移動 情緒生起原因： 獲得
情緒名： 喜び 情緒主： N1 情緒対象： N2

情緒状態を明示する用言や情緒的反応を表す用言について

は，文型パターンの表す用言の語義を直接的に分析することで

可能である[11]．なお，これは(A)意味解析に位置付けられる．

3.1.2 曖昧な場合の作成事例
用言を中心とした場合は，語義が明確なので１件ずつ手作業

でパターンの拡張ができた．しかし，文末表現に着目した情緒

推定に応用する際，文末表現の抽象的概念が定め難いためパ

ターン化が容易ではない．

そこで，話し手の情緒をタグで表したタグ付きコーパスを作成

し，タグの共起関係から，情緒を表す可能性のある文末表現を

収集した[12]．文末表現を非線形要素に，文末表現に先行する
表現を線形要素にしてパターン化した．さらにパターンには意

図情報を追加した．こうして，約 1,000 件を得た．文末表現は元
来話し手の主体性を表すので，文末表現と共起する情緒や，追

加した意図情報が抽象的概念に相当する．

これにより，話し手の意図と情緒が解析できるのだが，さらに，

抽象的概念を介して同一意図の別パターンを選出し，同一意図

で異なる情緒を表す文に書き換えることも可能である[13]．

文型パターン： (VP1|AJP1)^shushi かも…。
情緒成分： 悲しみ(25%)，恐れ(58%)，嫌だ(8%)，驚き(8%)
意図： 〔伝達〕

3.2 抽象的概念を特定せずに作成する方法
日英機械翻訳への応用において，日英の表現に対する抽象

的概念が，現実的には見出すことが難しい．たとえば，日本語の

重文・複文について意味的分類[14]は，大量の文に対してその
分類を割り当てることが難しい．機械翻訳においては，抽象的概

念が得られることよりも，それを介した対訳側のパターンの得ら

れることの方が応用に直結する．

そこで日英対訳文対において，アライメントのとれる部分表現

のうち線形要素と言えるものを判別することでパターン化を行っ

た．線形要素の最大の大きさを，単語，句，節と 3 レベルに設定
することで，約 12 万文対から 22.7 万件の日英パターン対を作
成した[2]．統計翻訳や用例翻訳ではアライメントのとれる部分，
すなわち線形要素を扱うが，本辞書の特徴は，アライメントのと

れなかった部分（非線形要素）が明示的な知識となる点である．

原文：明け方になってやっととろとろ眠った。
対訳： I dropped into a fitful doze at dawn.
WJ ： /ytcfkTIME1(IM:16930,IM:16970)に!(なっ|成っ)て<
/yN2(IM:11100)は>!やっと!とろとろ/f眠った。
WE ：<I | N2> dropped into a fitful doze at N1.
PJ ： /ytcfkTIME1(IM:16930,IM:16970)に!（なっ |成っ）て<
/yN2(IM:11100)は>!やっと!VP3(IY:1120,IY:3210).kako 。
PE ：<I | N2> VP3^past at N1.

4 おわりに
非線形言語モデルに基づく文型パターン型言語知識ベース

は，原理上，表現構造の表す抽象的概念を解析することがで

き，パターン毎に対応付けられた情報を介して応用に結びつけ

ることができる．言語知識ベースの開発には，抽象的概念を明

示的あるいは非明示的に意識した方法があることを示した．

参考文献
[1] 池原, 宮崎, 白井, 林:言語における話者の認識と多段翻訳方
式, 情報処理学会論文誌, 28(12), pp.1269-1279, 1987.
[2] 池原, 阿部, 徳久, 村上: 非線形な表現構造に着目した重文と
複文の日英文型パターン化, 自然言語処理, 11(3), pp.69-95,
2004.
[3] Takahashi,T., Iwakura,T., Iida,R., Fujita,A., Inui,K.: KURA: A
Transfer-Based Lexico-Structural Paraphrasing Engine, NLPRS,
pp.37-46, 2001.
[4] 川浪, 大熊, 増市, 杉原, 石崎: ウェブからの情報抽出システム
の構築-定義型質問に対する情報検索に基づく回答の作成-, 言
語処理学会第 12回年次大会発表論文集, pp.797-780, 2006.
[5] 松本, 三品, 任, 黒岩: 感情生起事象文型パターンに基づいた
会話文からの感情推定手法, 自然言語処理, 14(3), pp.239-271,
2007.
[6] 池原: 言語で表現される概念と翻訳の原理, 電子情報通信学
会技術研究報告, TL2003-25, pp.7-12, 2003.
[7] 池原: 自然言語処理の基本問題への挑戦, 人工知能学会誌,
16(3), pp.422-430, 2001.
[8] 池原, 宮崎, 白井, 横尾, 中岩, 小倉, 大山, 林: 日本語語彙大
系, 岩波書店, 1997.
[9] 田中, 徳久, 村上, 池原: 情緒生起情報付き結合価パターン辞
書の開発 , 言語処理学会第 12 回年次大会発表論文集 ,
pp.1151-1154, 2006.
[10] 徳久, 岡田: パターン理解的手法に基づく知能エージェントの
情緒生起, 情報処理学会論文誌, 39(8), pp.2440-2451, 1998.
[11] 黒住, 徳久, 村上, 池原: 結合価パターン辞書からの情緒を明
示する用言の知識ベース化, 言語処理学会第 13回年次大会発
表論文集, pp.39-42, 2007.
[12] 徳久, 村上, 池原: 漫画における表情に着目した情緒タグ付き
テキスト対話コーパスの構築, 自然言語処理, 14(3), 192-217,
2007.
[13] 前田, 徳久, 村上, 池原: 情緒を表す文末表現の書き換えの
試行, 電子情報通信学会ソサイエティ大会講演論文集, 基礎・境
界, (投稿中).
[14] 衛藤, 池原, 佐良木, 宮崎, 池田, 新田, 白井, 柴田: 意味類型
構築のための文接続表現の体系化, 情報処理学会研究報告,
2003-NL-155-6, pp.31-38, 2003.



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


